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【
う
ら
へ
続
く
】

　

首
都
圏
大
雪
。「
天
気

予
報
が
的
中
し
た
」「
22

日
の
帰
宅
に
は
参
っ
た
。

普
段
40
分
の
と
こ
ろ
を
、

バ
ス
が
遅
れ
２
時
間
も
か

か
っ
た
」「
23
日
は
い
つ

も
よ
り
１
時
間
早
く
家
を

出
た
」「
電
車
の
運
休
・

遅
延
で
昼
に
出
社
し
た
人

も
い
る
」「
首
都
高
の
ト

ン
ネ
ル
で
は
10
時
間
も
ス

ト
ッ
プ
し
た
」「
歩
行
に

神
経
を
つ
か
い
疲
れ
た
」

「
雪
か
き
が
大
変
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
都
心
の
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
４
度
に
な
っ
た
。
48

年
ぶ
り
だ
」「
武
蔵
野
は

マ
イ
ナ
ス
６
度
だ
っ
た
」

「
雪
が
な
か
な
か
融
け
な

い
」「
朝
、
湯
沸
か
し
器

の
給
水
が
凍
っ
て
お
湯
が

出
な
か
っ
た
。
は
じ
め
て

で
び
っ
く
り
し
た
」「
ス

　

労
働
運
動
総
合
研
究

所
は
18
日
、
２
０
１
８
春

闘
提
言
を
発
表
し
ま
し

た
。
提
言
は
、
安
倍
政

権
の
４
年
間
で
名
目
賃

金
は
０
・
47
％
微
増
し
た

が
、
実
質
賃
金
は
３
・
93

％
低
下
し
た
と
指
摘
。
せ

め
て
安
倍
政
権
発
足
前

に
戻
す
に
は
、
賃
上
げ
が

２
万
１
３
９
７
円
（
６
・

78
％
、
ボ
ー
ナ
ス
含
む
）

必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
万
円
の
賃
上
げ
に
よ

っ
て
、
家
計
消
費
支
出
が

８
兆
３
６
０
０
億
円
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
国
内
生

産
が
15
兆
８
０
０
億
円
、

付
加
価
値
が
７
兆
１
１
０

０
億
円
増
加
す
る
と
試

算
。
大
幅
賃
上
げ
が
暮
ら

し
を
向
上
さ
せ
、
日
本
経

済
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る

国
民
的
大
義
を
持
っ
て
い

る
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
賃
上
げ
に
必
要

な
原
資
は
、
す
べ
て
の

企
業
規
模
で
み
た
内
部
留

保
（
金
融
・
保
険
除
く
）

６
０
４
兆
７
０
０
０
億

円
の
わ
ず
か
２
・
14

％
。
新
た
に
93
万
人
分
の

雇
用
が
う
ま
れ
、
税
収

賃
上
げ
で
経
済
活
性
化

月
２
万
円
、
働
く
ル
ー
ル
確
立
で

　
　
　

労
働
総
研
が
春
闘
提
言

も
国
・
地
方
あ
わ
せ
て

１
兆
３
２
０
０
億
円
の
増

収
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
最
低
賃
金
の
時

給
１
５
０
０
円
へ
の
引
き

上
げ
や
不
払
い
労
働
の
根

絶
な
ど
働
く
ル
ー
ル
の
確

立
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
正
規
化
に
よ
っ
て
、
大

幅
な
家
計
消
費
支
出
と
国

内
生
産
、
雇
用
の
増
加
に

結
び
つ
く
こ
と
が
試
算
で

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ー
パ
ー
で
は
物
流
の
遅
れ

で
野
菜
や
鮮
魚
が
欠
品
し

て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

草
津
白
根
山
の
本
白
根

山
が
噴
火
（
23
日
）。「
黒

煙
や
噴
石
が
飛
び
交
う

映
像
に
は
驚
い
た
」「
滑

っ
た
こ
と
の
あ
る
コ
ー
ス

の
近
く
だ
」「
訓
練
中
だ

っ
た
自
衛
隊
員
１
人
が
亡

　
「
背
中
一
面
に
熱
傷
を

受
け
た
少
年
」
と
し
て

知
ら
れ
、
昨
年
８
月
に
88

日
本
語
、
英
語
や
フ
ラ
ン

ス
語
な
ど
７
カ
国
語
の
字

幕
を
付
け
た
動
画
が
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
（
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
）。

　

谷
口
さ
ん
は
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
採
択
に
つ

い
て
「
残
念
な
が
ら
、
被

爆
国
の
日
本
政
府
は
、
こ

れ
に
賛
成
し
な
い
と
言

う
」
と
批
判
。「
核
兵
器

を
持
っ
て
い
な
い
国
が
、

持
っ
て
い
る
国
を
包
囲
し

て
、
１
日
で
も
早
く
核
兵

器
を
な
く
す
努
力
を
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

被
爆
者 

故
谷
口
さ
ん
の

　
　
　

ラ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

７
カ
国
語
の
ネ
ッ
ト
動
画
が
話
題
に

歳
で
亡
く
な
っ
た
長
崎
の

被
爆
者
谷
口
稜
曄
さ
ん
の

「
ラ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
」に
、

く
な
っ
た
」「
火
口
は
少

な
く
と
も
６
つ
あ
る
と
い

う
」「
本
白
根
山
は
ノ
ー

マ
ー
ク
状
態
だ
っ
た
。
観

測
態
勢
の
強
化
が
求
め
ら

れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

通
常
国
会
開
会
。「
志
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

位
さ
ん
の
質
問
に
安
倍
首

相
は
ま
と
も
に
答
え
て
い

な
い
。
不
誠
実
だ
」「
沖

縄
の
ヘ
リ
事
故
の
質
問
中

に
自
民
党
席
か
ら
『
何
人

死
ん
だ
か
』
の
ヤ
ジ
が
あ

っ
た
。
言
語
道
断
だ
」「
松

本
内
閣
府
副
大
臣
が
発
言

を
認
め
て
辞
任
し
た
が
、

　

内
閣
官
房
機
密
費
の
一

部
文
書
の
開
示
を
認
め
る

（
最
高
裁
19
日
）。「
こ
れ

ま
で
は
黒
塗
り
の
文
書
す

ら
開
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

画
期
的
な
判
決
だ
」「
機

密
費
は
官
房
長
官
の
判
断

で
支
出
さ
れ
、
月
１
億
円

も
使
わ
れ
て
い
る
」「
大

阪
の
市
民
団
体
が
10
年
も

の
裁
判
を
た
た
か
い
続
け

た
結
果
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

卓
球
の
張
本
智
和
選
手

（
14
歳
）が
最
年
少
優
勝（
全

日
本
選
手
権
、21
日
）。「
全

日
本
４
連
覇
中
の
水
谷
選

手
も
完
敗
を
認
め
た
」「
女

子
で
は
伊
藤
美
誠
選
手
が

前
回
優
勝
の
平
野
選
手
を

　

防
衛
省
の
「
安
全
保
障

技
術
研
究
推
進
制
度
」は
、

〝
研
究
者
版
の
経
済
的
徴

兵
制
〞
と
批
判
さ
れ
、
日

本
学
術
会
議
も
昨
年
３

月
、
こ
の
制
度
を
批
判

す
る
声
明
を
発
表
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
の
実
態
解

明
の
た
め
、
日
本
共
産
党

は
２
０
１
５
年
度
の
制
度

開
始
以
降
の
分
担
研
究
機

関
の
公
表
を
求
め
、
こ
の

ほ
ど
防
衛
省
が
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

　

分
担
研
究
機
関
は
、
防

衛
省
の
研
究
を
受
託
し
た

代
表
研
究
機
関
と
と
も
に

研
究
を
進
め
る
パ
ー
ト
ナ

ー
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
防

衛
省
が
採
択
し
た
研
究
課

題
33
件
。
６
大
学
（
研
究

課
題
７
件
）、
５
国
立
研

究
開
発
法
人
（
６
件
）
が

分
担
研
究
機
関
と
し
て
参

加
。７
件
で
企
業
と
大
学
、

国
立
研
究
開
発
法
人
が
共

同
研
究
を
実
施
。
う
ち
４

件
は
企
業
が
代
表
研
究
者

で
主
導
権
を
握
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
企
業
が
前
面

に
立
つ
こ
と
で
大
学
を
参

加
し
や
す
く
す
る
卑
劣
な

や
り
方
で
す
。

　

企
業
を
通
じ
て
軍
事

高
ま
る
軍
産
学
複
合
体
の
危
険

　

防
衛
省
の
研
究
推
進
制
度

　
　

分
担
機
関
に
６
大
学

研
究
資
金
が
大
学
や
研
究

所
に
流
れ
る
動
き
が
進
め

ば
、
日
本
に
軍
産
学
複
合

体
が
形
成
さ
れ
る
恐
れ
が

強
ま
り
ま
す
。

2015 年度、2016 年度、2017 年度小規模研究課題は割愛（詳しくは日本共産党HPで）

破
り
初
優
勝
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

は
や
っ
て
い
る
」「
最
新

の
１
週
間
の
患
者
数
は
過

去
最
多
と
な
っ
た
」

　

国
際
社
会
の
み
な
ら
ず

米
政
権
内
で
も
反
発
を
引

き
起
こ
し
、
孤
立
を
深
め

る
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
に

一
切
異
を
唱
え
ず
、「
ト

ラ
ン
プ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

の
姿
勢
を
続
け
て
い
る
の

が
安
倍
首
相
で
す
。
こ
の

異
常
な
追
随
は
、
日
本
の

針
路
さ
え
危
う
く
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
来
日
し
た
ト
ラ
ン

プ
氏
は
「
大
量
の
防
衛
装

備
を
買
う
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
武
器
の
売
り
込
み

を
記
者
会
見
で
展
開
。
安

倍
首
相
は
唯
々
諾
々
と
そ

れ
に
従
い
、
米
国
製
兵
器

を
大
量
購
入
。
２
０
１
８

年
度
の
軍
事
費
は
過
去
最

大
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
１
月
、
ト
ラ
ン

プ
氏
が
イ
ス
ラ
ム
圏
７
力

国
か
ら
の
入
国
禁
止
を
発

表
。
他
の
同
盟
国
が
こ
ぞ

っ
て
批
判
す
る
な
か
、
安

倍
首
相
は
法
の
下
で
の
平

等
や
信
仰
の
自
由
を
踏
み

に
じ
る
暴
挙
に
「
ノ
ー
」

と
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

安倍首相

「トランプ・ファースト」の異常

　　唯々諾々と武器購入、･･･

　

地
球
温
暖
化
防
止
の

「
パ
リ
協
定
」
離
脱
に
つ

い
て
も
、安
倍
首
相
は「
残

念
だ
」
と
述
べ
る
だ
け
。

異
議
を
唱
え
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
エ
ル
サ

レ
ム
首
都
化
宣
言
に
も
首

相
は
沈
黙
。
英
仏
な
ど
欧

州
の
主
要
同
盟
国
が
米
国

と
一
線
を
画
し
た
の
と
は

対
照
的
で
し
た
。

そ
れ
で
す
む
話
で
は
な

い
。
安
倍
首
相
は
任
命
責

任
を
と
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ス
パ
コ
ン
会
社
の
補
助

金
詐
欺
事
件
。「
ペ
ジ
ー

社
の
斉
藤
被
告
が
24
日
再

逮
捕
さ
れ
た
」「
ペ
ジ
ー

社
に
は
１
０
０
億
円
も
支

払
わ
れ
て
い
る
」「
斉
藤

被
告
は
安
倍
首
相
の
肝
い

り
で
作
ら
れ
た
内
閣
府
の

有
識
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

京
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
論
文
捏
造

発
覚
。「
山
中
所
長
が
チ

ェ
ッ
ク
体
制
が
甘
か
っ
た

と
陳
謝
し
た
」「
こ
の
研

究
に
は
一
般
か
ら
の
寄
付

金
が
使
わ
れ
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×


